
史
料
紹
介

大
坂
町
人
平
野
屋
武
兵
衛
の

解

説

平
野
屋
難
波
武
兵
衛
は
大
坂
天
満
老
松
町
の
町
人
、
大
坂
の
本
両
替
仲
間
の

内
で
も
十
本
の
指
に
入
る
平
野
屋
江
森
孫
兵
衛
の
別
家
の
二
代
目
で
あ
る
。
彼

は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
膨
大
な
書
籍
と
番
付

・

上
方
絵
な
ど
の
摺
物
と

い
っ
た
第
一
級
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
、
幕
末
大
坂
の
政
情
や
人
々
の
暮

ら
し
を
活
写
し
た
日
記
、
九
州
鹿
島
へ
の
旅
行
記
、
は
や
り
歌
の
留
書
な
ど
す

ぐ
れ
た
記
録
を
多
数
残
し
た
。

そ
の
史
料
の
多
く
は
御
子
孫
か
ら
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に
寄
贈

さ
れ
た
。
目
録
と
し
て
『
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
記
録
の
一
部
は
史
料
集
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
私
は
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料
の
整
理
・

目
録
整
理
や
史
料
集
の
刊
行
に

深
く
関
わ
り
、
史
料
集
や
目
録
の
解
題
を
執
筆
し
、
何
点
か
論
文
を
執
筆
し

「
例
歳
式
目
帳
」（
全
文
翻
刻
）

中

す
が
ね

l
 

i
 

z
--/ 

た
。

平
野
屋
武
兵
衛
は
、
私
に
近
世
大
坂
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ

た
思
人
で
あ
り
、
私
が
史
料
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
中
で
最
も
魅
力
的
な
人
で

’
も
中
め
司
令
。

私
は
そ
の
後
、
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
か
ら
か
、
古
書
店
に
売
り
に
出
さ
れ
て

い
た
平
野
屋
武
兵
衛
関
係
の
史
料
数
点
を
偶
然
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い

ず
れ
大
阪
大
学
所
蔵
の
史
料
と
い
っ
し
ょ
に
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず

は
こ
れ
ま
で
の
深
い
御
縁
を
鑑
み
て
私
の
手
で
翻
刻
し
、
そ
の
内
容
を
順
次
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
史
料
紹
介
は
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
平
野
屋
武
兵
衛
作
成
の
「
例
歳
式
目

帳
」
全
文
を
翻
刻
し
、
そ
れ
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
原
史
料
は
翻
刻

の
最
初
に
載
せ
た
概
略
図
の
通
り
半
紙
判
の
横
長
帳
で
、
表
表
紙
に
は
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
正
月
と
い
う
年
月
と
例
歳
式
目
帳
と
い
う
表
題
が
記
さ
れ
て
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い
る
。
裏
表
紙
に
は
「
老
松
町
平
野
屋
武
兵
衛
」
と
作
成
者
で
あ
る
二
代
目
武



第30号

兵
衛
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
史
料
が
最
初
作
成
さ
れ
た
安
政
二
年
に
、
享
和
元
年
（
一
八

O

こ
七

人間文化

月
八
日
生
ま
れ
の
武
兵
衛
は
、
五
十
五
歳
前
後
で
あ
っ
た
。
武
兵
衛
の
生
涯
や

そ
の
残
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
前
掲
『
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料
目
録
』
の
解

題
が
詳
し
い
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い

。

父
の
初
代
武
兵
衛
（
法
名
釈
元
議
）
は
岡
山
下
津
井
か
ら
出
て
き
て
平
野
屋

孫
兵
衛
の
奉
公
人
と
な
り
、
火
事
を
防
い
だ
功
績
に
よ
り
別
家
に
取
り
立
て
ら

れ
た
。
二
代
武
兵
衛
は
そ
の
次
男
と
し
て
大
坂
で
生
ま
れ
た
が
、
兄
が
早
世
し

た
た
め
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
亡
く
な
っ
た
父
の
あ
と
を
つ
い
で
二
ハ
歳

で
家
督
を
継
い
だ

。

文
政
十
二
年
に
は
主
家
の
住
み
込
み
か
ら
「
宿
這
り
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
別
宅
が
許
さ
れ
、
天
保
元
年
（

一
八
三
O
）
に
最
初
の
結
婚

を
し
て
い
る
。

し
ば
ら
く
借
屋
住
ま
い
で
あ
る
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二

に
天
満
老
松
町
に
七
三
坪
余
の
家
屋
敷
を
購
入
し
て
家
持
町
人
と
な
っ
た

。

「
例
歳
式
目
帳
」
が
作
ら
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
四
年
後
で
あ
る

。

こ
の
時
あ

と
継
ぎ
の
長
男
で
あ
る
駿
七
は
嘉
永
四
年
に
す
で
に
元
服
し
て
は
い
る
も
の
の

主
家
に
住
み
込
み
の
身
で
ま
だ
一
人
前
と
は
い
え
ず
、
武
兵
衛
が
家
長
と
し
て

の
責
任
を
負
っ
て
い
た

。

本
家
の
平
野
屋
孫
兵
衛
方
で
は
幕
末
に
は
老
分
と
い

わ
れ
る
通
勤
の
重
役
と
し
て
大
名
貸
関
係
の
仕
事
を
す
る
な
ど
、
奉
公
を
し
遂

げ
て
出
世
を
果
た
す
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
自
宅
で
白
粉
製
造
に
乗
り
出
し
た
り
、

隣
家
を
購
入
し
て
家
屋
敷
を
拡
大
し
て
借
屋
経
営
を
行
う
な
ど
経
営
の
多
角
化

に
も
意
欲
的
で
あ
っ
た

。

武
兵
衛
家
で
は
幕
末
に
は
余
暇
に
は
芝
居
や
見
世
物
を
楽
し
む
な
ど
ゆ
と
り
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あ
る
生
活
が
達
成
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
「
例
歳
式
目
帳
」
で
正
月
二
日
の
女

房
の
別
家
へ
の
挨
拶
が
「
近
来
御
趣
意
之
節
右
勝
手
事
」
と
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
開
港
後
の
政
情
不
安
や
物
価
高
騰
に

よ
り
家
事
の
引
き
締
め
が
必
要
と
な
り
、
本
家
と
も
ど
も
倹
約
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
。
「
例
歳
式
目
帳
」
は
晴
れ
て
家
持
町
人
と
な
っ
た
平
野
屋
武
兵
衛
が
、

安
政
二
年
に
家
内
の
年
中
行
事
や
法
事
を
引
き
締
め
る
た
め
、

そ
の
費
用
や
料

理
の
献
立
な
ど
を
細
か
く
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
三
味
線
や
子
供
の
手
習

い
の
師
匠
へ
の
祝
儀
、
下
人
・
下
女
・
乳
母
と
い
っ
た
家
事
奉
公
人
や
、
居
住

町
す
る
老
松
町
の
町
年
寄
・
町
代
や
町
出
入
の
非
人
へ
の
心
付
け
な
ど
も
規
定

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
安
政
二
年
よ
り
あ
と
に
行
わ
れ
た
先
祖
の
法
事
や
報
恩
講
な
ど
に
つ
い

て
も
、
追
記
さ
れ
て
い
る

。

た
と
え
ば
安
政
五
年
の
餅
っ
き
関
係
の
記
載
で
は

「
室
」
・
「
こ
し
場
」
な
ど
に
対
し
て
鏡
餅
が
供
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

宅
裏
で
の
白
粉
製
造
の
開
始
に
際
し
て

杷
っ
た
稲
荷
神
に
対
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る

。

安
政
二
年
の
規
定
に
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
変
更
点
の
あ
っ
た

場
合
は
新
た
な
追
記
さ
れ
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
書
き
継
が
れ
て
い

る
。

武
兵
衛
は
明
治
四
年
に
七

一
歳
で
隠
居
し
て
い
る
の
で
、
後
半
生
を
通
し

て
書
き
綴
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。



「
例
歳
式
目
帳
」
か
ら
、
私
た
ち
は
平
野
屋
武
兵
衛
と
い
う
大
坂
町
人
の
生

活
ぶ
り
や
儀
礼
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
兵
衛
は
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
な
ど
の
日
記
を
残
し
て
い
る
が
、
家
内
の
日
常
的
な
記
事
は
少

な
い
。
日
記
か
ら
は
武
兵
衛
が
仕
事
上
料
亭
な
ど
に
出
入
り
し
、
家
族
と
も
た

び
た
び
外
食
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
家
で
何
を
食
べ
た
か
な
ど
は
ほ
と

JII) 

ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
「
例
歳
式
目
帳
」
は
あ
く
ま
で
家
内
の
節
約
の

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目 ｜帳」（全文翻刻）（中

た
め
の
規
定
だ
か
ら
、
必
ず
い
つ
も
守
ら
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
両
者
を
あ
わ

せ
て
は
じ
め
て
武
兵
衛
の
生
活
の
あ
り
か
た
が
わ
か
る
の
で
あ
る

。

江
戸
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
冠
婚
葬
祭
は
重
要
な
節
目
で
あ
る
と
同
時
に
、

費
用
の
か
か
る
事
柄
で
も
あ
る
た
め
、
倹
約
の
た
め
に
こ
ま
ご
ま
と
し
た
規
定

を
定
め
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
町
村
や
豪
商
の
家
の
規
定
は
残
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
武
兵
衛
の
よ
う
な
中
堅
ク
ラ
ス
の
町
人
の
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
長

者
番
付
に
登
場
す
る
よ
う
な
豪
商
で
は
な
い
が

一
割
程
度
し
か
い
な
い
と
い

わ
れ
、
大
坂
の
経
済
や
社
会
の
要
を
な
し
て
い
た
家
持

町
人
た
ち
は

ど
の
よ

う
な
意
識
を
持
ち
、
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

。
「

例
歳
式
目
帳
」

は
、
こ
う
し
た
疑
問
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
史
料
で
あ
り
、
今
後
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

史料紹介

「
例
歳
式
目
帳
」
は
家
内
の
決
め
ご
と
で
あ
る
の
で
、
安
政
二
年
当
時
の
武

兵
衛
の
家
族
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
武
兵
衛
の
父
は
早
く
亡
く
な
り
、
母
の
た
か

（
法
名
妙
徳
）
も
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
武
兵
衛
は
正
式
に
は
四
度
の
結
婚
を
し
て
お
り
、

二
人
と
は
死
別

一
人
と
は
離
別
し
た
が
、
多
く
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
。

ま
ず
天
保
元
年
に
ぢ
う
（
す
ず
、
播
磨
屋
筒
井
七
郎
兵
衛
娘
、
法
名
妙
薫
）

と
結
婚
し
、
天
保
五
年
に
長
男
駿
七
が
生
ま
れ
た
が
翌
年
死
別
し
、
天
保
七
年

九
月
に
い
く
（
上
田
次
右
衛
門
娘
）
と
再
婚
し
た
が
暮
に
離
別
し
て
い
る
。
天

保
十
年
に
蓮
（
鹿
島
屋
鹿
島
卯
之
松
姉
、
法
名
妙
蓮
）
と
再
婚
し
た
が
、
そ
の

間
天
保
九
年
に
松
屋
新
兵
衛
の
娘
で
内
縁
の
辰
と
の
聞
に
、
長
女
の
智
恵
が
生

ま
れ
て
い
る
。

智
恵
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
大
和
屋
小
右
衛
門
の
養
女

と
な
り
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

に
は
平
野
屋
震
三
郎
、
安
政
三
年
に
は
才

網
屋
卯
兵
衛
に
嫁
し
て
い
る
の
で
、
「
例
歳
式
目
帳
」
段
階
に
は
武
兵
衛
方
に

は
い
な
い
。
し
か
し
「
例
歳
式
目
帳
」
に
は
智
恵
の
誕
生
日
の
七
月
十
日
の
記

載
に
「
未
癌
癒
不
致
」
と
天
然
痘
を
す
ま
せ
て
い
な
い
気
が
か
り
が
書
き
付
け

ら
れ
、
他
家
に
出
し
た
娘
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
安
政

六
年
に
智
恵
が
亡
く
な
る
と
、
妙
浄
と
い
う
法
名
が
「
例
歳
式
目
帳
」
に
追

加

さ
れ
、
法
事
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
人
目
の
妻
の
蓮

は
嘉
永
六
年
に
没
し
、
「
例
歳
式
日
帳
」
の
時
の
武
兵
衛

の
妻
は
、
前
年
に
再
婚
し
た
き
た

（
絹
、
天
野
屋
丸
山
正
蔵
姉
）
で
あ
る
。
こ

の
他
の
家
族
と
し
て
は
、
長
男
の
駿
七
、
蓮
の
生
ん
だ
次
女
っ
た

（
天
保
十
三

年
生
、
安
政
二
年
中
に
高
津
屋
林
伊
右
衛
門
に
嫁
）
、
三
女
の
つ
い

（
天
保
十
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五
年
生
）
、
三
男
の
虎
之
助
（
弘
化
五
年
生
）

四
女
ふ
さ

嘉
永
三
年
生
）
が



人間文イk

の
養
子
に
出
さ
れ
、
安
政
元
年
に
早
世
し
て
い
る

。

の
十
九
蔵
（
天
保
十

一年
生
、、法
名
元
信
）
が

ぺ5
3、h

J
l
J
c

’
刀
両
山
化
五
年
に
井
上
屋

し＝
る

ま
た、

幼

子
も
い

る
子
だ
く
さ
ん
の
家
族
で
あ
る

」

の
ほ
か

男

【
全
文
翻
刻】

第30号

時
に
は
乳
母
も
雇
わ
れ
て
い
た

。

下
男
－
下
女
と
い
わ
れ
る
家
事
奉
公
人
が
住
み
こ
み
で
働
き
、

デ
ー
タ
を
記
し
、
各
人
の
誕
生
日
を
祝
っ
て
い
る

。

武
兵
衛
は
同
居
の
家
族
に
つ
い
て
各
人
の
誕
生
の
時
や
そ
れ
に
基
づ
く
暦
の

凡
例
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名 息
子
の
福
太
郎
が
家
族
と
し
て

E
t
L

z
f
t
ζ

の
他
に
下
女三人
と
下
人
一
人
の

（
助
）
娘
の
こ
の
、
駿
七
の
て
い
る
。

②

必
要
に
応
じ
、
本
文
右
側
の
傍

、注
（

な
ど
は
整
え
て
お
り

、
言
ハ3
1「1

E
E

J

和
返
り
で
は
な
い
。

治f

短

場
」主、
口

は
追

込
み
で、

表
ヨて
し
た
場
メ色、
iコ

治f

あ
る

ま
た
上
下
の
位
置
関
係

①
原
則
とL
f
L

て
原
史
料
通
り
改
行
し

f

（
，

r

治
、

文
章
と
し
て
続
い
た
り
、
各
行

ま
た
武
兵
衛
家
で
は
子
供

べ
寄
’
－
f

－
B

Z

A
J

さ
た
の
夫
婦
に
息
子
の
駿
七
と
虎
之
介

と
元
治
元
年
の
宗
旨
岩
崎
伏
一

ζ
E
Z
J

J
j

三
口
さ
ホ
た
人
別
が
写
さ
れ
て
い
る

る
。

前
者
で
は
武

「
例
歳
式
目
長
ご
t

t

」
人
は
文
久二
年
（
一
八
六二）

子
供
が
小
さ
い

下
人
二

人
の
名
前
が
あ
る

。

太
郎
は
お
そ
ら
く

人
の
間

生
ま
れ
た
の
だ
ろ
っ

」

の
他

下
女

人

ι
H
UA
V3
1
4
 

首
功

一
一註
さ
れ
て
い
る
。

後
者
で
は
下
女
の
す
え

f
－

治
験
七
の
妻
と
な
っ
て
お
り
、

研
究
を
寺
ち
と
；
！

i
1
1

し
難
読
部
分
は
口
で
示
し
て

h
jo

，

、

P
V
M
ノ
介
。

③

適
宜
注
を
加
え
て
解
読
を
功

4
j
f
＝
N 内

WI:; 

み
が
な
や
漢
字
な
ど
を
補
つ

福

不
明
の
部
分
も
あ
り
、

今
後
の

表
紙
概
略
図
）

例

歳

式

自

帳

正

月

士
口

日



正
月
元
日

床
懸
物

｛4
）

前
ニ
、
福
寿
草

}||) 

新
座
敷

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

床
懸
物

御
花

御
文

植
松
殿
小
松
引
5

荒
神
様
5

呉
山

（と

日
の
出

前
ニ
、
人
丸
2

置
物

花
生

梅
の
花

御
併
前

折
敷

（日
）

御
悌
器

（叩
）

史料紹介

神
明
様
B

山
草
（
旦

敷

御
鏡
餅
二
重

葉
附
ミ
か
ん
・

昆
布

切
懸
ニ
し
て

餅
、
生
ニ
而
一
ツ

稲
荷
様

おか
備E や
申く
上口
候林
事候

て

大
福

（円
｝

松
竹
梅

代
拾
五
文

或
人
日
ク
E

山
草
敷

御
鏡
三
ツ

（
燈
）

切
懸
昆
布
・

太
』

こ
ま
め

山
草
敷

御
鏡
二
重

切
懸
昆
布
、
葉
附
ミ
か
ん

こ
ま
め

〆
山
草
敷

御
鏡
二
重

切
懸
昆
布
、
葉
附
ミ
か
ん

上
茶

小
梅

一
ツ

133 



第 30号

雑
煮

（川
）

人間文化

焼
物

木
皿

か
や
く

焼
か
ち
ん

（げ
）

大
こ
ん

く
し
が
ひ

（日

里
い
も

や
き
豆
腐

こ
ん
ぶ

平
か
つ
を
E

〆
七
色

山
草
敷

塩
小
鯛

わ
し

牛
芽

数
の
子

た
す
、
組
重
ニ
て

（ま
ず
）
（

そ
れ
）

（
問
疎
）

右
御
膳
ニ
居
り
、
箸
取
先
相
祝
、
夫
右
家
内
と
そ
酒
に
て
年
酒

（
ぞ

い

右
祝
相
済
候
上
、
自
分
・
駿
七
五

）

御
本
家
江
御
祝
ニ
出
勤
之
事

表
礼
場

二
枚
折
扉
風

（以
）

毛
艶

・

手
札
入
を

昼

祝向
鰭

（剖
）

焼
物

（せ
ち
え
）

タ
節
会

一
一日

向
木
皿

大
根

か
つ
を

主
月
三
、

酒言鯛

り

常
之
通

｛剖
）

朝

御釈

華i~

様其的初

王退E
ル夜
事 ε

牛
芽

か
づ
の
こ

134 

白
め
し

汁
見
合



) 
l
 

’
E,,, 大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式日｜帳」（全文翻刻）（中史料紹介

す
ま
し

雑
煮

焼
か
ち
ん

水
菜

昼

向
鰭

な
し

汁
見
合

平
皿

｛出

水
菜

身
く
じ
ら
8

タ
節
会

常
之
通

今
日
御
本
家
始
、
別
家
中
江
女
房
礼
ニ
参
り
候
事

但
、
近
来
御
趣
意
之
節
右
勝
手
事

出
入
方

（町
）

女
房
ま
ん
ち
う
持
参
ニ
て
礼
ニ
参
り
候
節
、
八
分

（川
）

位
之

品
遣
し
候
事
成
と
も
、
右
同
断
ニ
而
止
ム

日

朝
向
木
皿

牛
芽

か
づ
の
こ

雑
煮

昼
時

向
鰭

平
皿

タ
節
会

四
日

釈
元
信

向
木
皿

白
か
ゆ

ぜ
ん
ざ
い

小
豆
汁

も
ち

な
し

汁
見
合

精
進
見
合

常
之
通

朝

福
明
し
さ

初
退
夜
、
御
花
・
供
物
上
ル
事

牛
芽

か
づ
の
こ

古井

菜
こ
ま
／
＼

昼
・
タ
共
、
常
之
通

135 



第30号

六
日

昼

人間文化

向
鰭

大
根

車
円
ミ

か
つ
を

焼
も
の

塩
い
わ
し

七
日

朝

七
州
の
か
ゆ

向

牛
芽

か
つ
を

麦
め
し（炊

）

塩
雑
水

十
一
日

十
三
日

十
四
日

餅
菜
こ
ま
／
＼

八
日

御
本
家
初
御
命
日
ニ
付
、
西
念
寺

（
ね
）様
ヘ
傍
参
之
事

釈
妙
薫
尼
初
退
夜
ニ
、
御
花
・
供
物
上
ル
事

十
日

昼
時

鰭

大
根

主
円
ミ

か
つ
を

向

塩
鯛

酒
い
り

十
五
日 釈

浄
誠
様
初
命
日

136 

釈
尼
妙
徳
様
初
退
夜
、
御
花
・

供
物
上
ル
事

御
本
家
御
帳
祝
ョ

之
事

釈
尼
妙
蓮
初
退
夜
、
御
華

・

供
物
上
ル
事

タ
時

向

大
根

麦
飯

主
同
ミ

か
つ
を

丹
後

塩
い
わ
し

弘
化
五
戊
申
ノ
正
月
十
五
日

土
性
、
六
男

虎
之
助
、
早
朝
出
生

昼
時

小
豆
め
し



) | | 『
l
a

J大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中史料紹介

向

廿
日

昼
時

向

主
円
ミ

但
し
、
月
と
甲
子

（
初
）

庚
申

（り
）

ニ
者

寛
政
五
丑
正
月
廿
九
日

妙
宗
信
女

俗
名
た
き

大
根

汁

か
つ
を

主
円
ミ

大
こ
ん

平

か
つ
を

黒
豆
め
し

」
ん
に
ゃ
く

で
ん
か
く

二
代
目
武
兵
衛
母
ノ
姉
、

左
海
清
実
母
也

一
一月
朔
日

L

」
マ
つ
』

向

青
の
り

小
豆
め
し

ぶ
り
骨

（
約
）

大
こ
ん

一
一
口
同
釈
元
詮
様

御
祥
月
御
退
夜

山
口
田
百

（加
）

御
供
養
料

五
拾
文

御
花

御
供
物

天
保
七
申
年

一
一
月
六
日

昼
時

月
と
随
之

大
こ
ん

車
円
ミ

か
つ
を

壱
枚

光
徳
寺

（
却
）様

代
拾
文

代
拾
文

壱
文
ノ
ヲ

十
ヲ

津
山
検
校
岳

名
ハ
虎
都

焼
物
見
合
セ
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第30号

二
季
彼
岸

是
者
年
と
月
日
相
代
り
候
ニ
付
、
別
ニ
記
之

人間文化

三
月
三
日

昼
祝

安
永
二
巳
三
月
三
日

向

主
同
ミ

か
つ
を

大
こ
ん

焼
物
見
合

懸
物

立
雛
之
画

寛
政
十

一
年
未
三
月
七
日

同
八
日

駿
七
誕
生
日

天
保
五
申
午
年
三
月
八
日
、

一
男
、
未
ノ
半
刻
出
生
、
幼
名
午
之
助
、

元
祖
武
兵
衛
祖
母

汁

蛤

但
し
見
合

小
豆
め
し

ひ
し
の
餅

二
代
目
武
兵
衛
母
ノ
実
母
也

後
駿
七
、
天
赦
自
主

也
、
金
性

昼

小
豆
め
し

口
δ

円
ぺd

但
し
、
心
祝
｛
ぢ

之
事
故
、
駿
七
へ
焼
も
の
居
可
申
も
宜
、
本
人
御
霊
様
8

l

へ
参
詣
可
致
も
宜
候
事
ナ
リ

同
十
九
日

っ
た
誕
生
日

天
保
十
三
壬
寅
年

二
月
十
九
日
八
ツ
時
出
生
、
っ
た
、
金
性
、
前
ニ
同
断

四
月
七
日

権
現
様
御
祭
り
8

祝
可
申
事

因
ニ
云
、
銘
と
誕
生
日
、
暦
取
調
べ
、
二
拾
八
宿
主

等
吟
味
致
候
得
者
、
運
気

障
り
有
之
間
鋪
事

天
保
十
四
年
卯
三
月
廿
六
日

釈
尼
妙
受

れ
ん
実
母
也

嘉
永
三
成
三
月
廿
七
日

夏
浄
禅
定
門
位

俗
名
新
七

四
月
十
三
日

釈
妙
蓮
尼
祥
月
退
夜



嘗
百

壱
枚

御
供
養
料

五
拾
文

光
徳
寺
様

御
花
代

拾
文

御
供
物
代

拾
文

JI I) 大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

嘉
永
十
丑
四
月
廿
日

元
祖
武
兵
衛
実
姉

天
保
三
辰
四
月
十
一
日

俗
名
お
琴
殿

五
月
朔
日

朔

つ
い
誕
生
日

天
保
十
五
辰
年
五
月
朔
日
朝
出
生
、
火
性
、
五
女
目

前
ニ
同
断

同
五
日

昼
時
祝

大
こ
ん

汁

向

主
同
ミ

か
つ
を

史料紹介

焼
物
見
合

小
豆
め
し

ふ
き

千
右
め

懸
も
の

（い
わ
わ
せ
）

家
内
へ
綜
為
祝
候
事

八
幡
殿
喜

之
画

綜
備

し

ナ
ツ
メ
（
部）

但
、
今
暁
大
束
家
内
く
す
べ
候
得
バ
蚊
の
ま
じ
な
い
、

享
和
三
亥
五
月
廿
日

六
月
朔
日

っ

し 3

向（

歯
周
）

キ
ホ
ヲ
ご

k
J

（削
）

ド
b
H，
刀
小h
M
m

a

俗
名
金
三
郎

（柑
）

大
こ
ん

車
円
ミ

か
つ
を

小
豆
め
し

（か
き
）

白
掻
餅

（包

川
へ
は
ま
ら
ぬ
ま
じ
な
い

焼
物
見
合

（
半

）

茄
子
か
ら
漬
5

し
ゃ
う
ぶ
湯

（匂

も
よ
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第30号

当
月
土
用

（ぎ

人間文化

見
舞
取
遣
り

十
一
日

釈
妙
徳
様

山
口
田
百

御
供
養
料

御
花

御
供
物

十
七
日

御
霊
様向

別
記
ニ
致
ス

（た
い

）

御
祥
月
御
待
夜

枚五
拾
文

光
徳
寺
様

代
拾
文

代
拾
文

御
神
事

大
こ
ん

主
同
ミ

は
も
の
皮

六
月
廿
五
日

天
満
宮
様

向焼
物

昼
後

そ
う
め
ん

酒
肴

焼
物
見
合

六
月
晦
日

住
吉
様

小
豆
め
し

n
H
H
E

、
」

公
刊
伊
必
万
引
制

御
神
祭

は
も
の
皮

大
こ
ん

車
円
ミ

あ
じ

塩
や
き

た
こ

汁

140 

た三 す？ か
』：り？ら
きL な二 し
なよ か；
自 し）

小
豆
め
し



向

、
‘
，
，
rl
 

・
回
目
回
目
’
a
a

，，
大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

享
和
元
辛
酉
年

七
月
八
日

大
こ
ん

主
同
ミ

は
も
の
皮

小
豆
め
し

木
性
、
二
代
目
武
兵
衛
延
世

午
刻

誕
生
日

向焼
物
見
合

史料紹介

七
月
十
五
日
5

向

大
こ
ん

主
同
ミ

か
つ
を

昼
精
進

白
瓜

し
そ

焼
物
見
合

汁
見
合

小
豆
め
し

汁

向

同

十

日

昼そ
う
め
ん

タ
時

さ
し
さ
ば

5

す

常
之
通

番
菜

（幻
）

茄
子

て
ん
か
く

又
ハ
雷
豆
腐

「同

但
し
、
中
元
祝
儀
者
別
ニ
記
之

十
九
日

寛
政
九
年
巴
七
月
廿
日

御
祥
月
御
退
夜

難
波
喜
太
夫
g

様
神
霊

御
花

小
い
も

御
供
物

か
ら
し

富
百

拾
文

拾
文

141 

壱
枚



第30号

御
供
養
料

人間文化

七
月
十
日

五
拾
文

二
女
目

光
徳
寺
様

九
月
八
日

釈
妙
薫
尼
祥
月
待
夜

ち
へ
誕
生
日

出天
性E 保

九
木戊
性七

月

未2 十
さ日
癌朝
磨四
不ツ
致時

八
月
十
五
日

月
見

九
月
十
日

天
明
四
年
辰
八
月
十
日

二
代
目
武
兵
衛
母
ノ
実
父

同
十
四
日

文
政
十
年
亥
八
月
十
四
日

二
代
目
武
兵
衛
母
ノ
弟
ナ
リ

報
思
講

｛削
）

同
廿
八
日

文
政
九
戊
八
月
廿
八
日

御
幸

御
供
物

嘗
百

御
供
養
料

九
月
九
日

向焼
も
の
見
合

九
月
廿
日

れ
ん
実
父
也

御
供
物

御
花

拾
文

代
拾
文

壱
枚

五
拾
文

光
徳
寺
様

昼
飯

大
こ
ん

主
目
ミ

か
つ
を

八
ツ
時
御
日
中

代
百
五
拾
文

代
七
拾
文

142 

汁
見
合

小
豆
め
し



洗車 御
香花

ろ
っ
そ

銀
壱
匁
五
分

御
供
養
料

) - 

l
 

’
E,,, 大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

献
.'J.L 

猪号
口三

菓
子
椀
8

史料紹介

牽
引

（郎
）

二
挺

百
文

百
文光

徳
寺
様

」
ん
に
ゃ
く

さ
つ
ま
芋

あ
へ
も
の

飛
龍
頭

七
文
か
へ

椎
茸

菜
揚
こ
ん
ぶ

（
肝
｝

弐吸
も
の

代
僧

〆安本

汁
大
根
才
切

（
臼
）

黒
ご
ま
懸

包
菓
子

〆

め
し

代
廿
文

ミ
つ
葉

し
た
し

そ
う
め
ん

浅
草
の
り

当
C

C々
ミ
』
ノ
＼
長C

か
き

ま
ん
ち
う

こ
ふ

呼
衆

平

武
兵
衛
殿

林
兵
衛
殿

佐
兵
衛
殿

宗
助
殿

143 

久
兵
衛
殿



第30号人間文化

タ
時
御
初
夜

御
法
話

善
覚
寺
殿

万
事
綿
庄
殿
ヘ
相
尋
候
事

金
兵
衛
殿

天
満
御
坊
g

御
本
家
店
之
衆

144 

廿
二
日
役
所
守
徳
兵
衛

綿
屋

庄
兵
衛
殿

松
井

外
と
講
内
御
取
持
方
斗
呼
事

（
い
わ
お
こ
し
）

他
向
参
詣
之
人
ζ

ヘ
者

岩
起

（
印
二
一
本
ッ
、
供
養
之
事

健
次

高
岡

光
JI贋

筒
井
屋
藤
兵
衛
殿

菊

吉
三
郎
様

九
月
十
三
日

鹿

お
て
い
殿

俗
名
岩
松

文
政
九
年
戊
九
月
十
三
日

平

お
亀
殿

菊

お
い
く
殿

九
月
廿
三
日

御
祥
月
御
退
夜

丸
山

正
蔵
殿

寛
政
十
二
申
年
九
月
廿
四
日

邑

難
波
采
女
g

神
霊

お
竹
殿

播

新
助

同

御
供
物

代
拾
文

お
き
く

五
日
講
猪
之
助

御
華

代
拾
文

笛
百

枚

御
供
養
料

五
拾
文

光
徳
寺
様



九
月
廿
八
日

同

廿
七
日

大
御
待
夜

文
化
七
年
午
九
月
廿
八
日

二
代
目
武
兵
衛
実
母
ノ
弟

御
華

代
拾
文

御
供
物

代
拾
文

嘉
永
三
成
年
九
月
廿
八
日
暮
半
時
出
生
、
七
女
目

!||) 

こ
の
、
誕
生
日
、
金
性

（
あ
い
な
る
べ
く
だ
）

可
相
成
丈
ケ
京
都
御
本
山
ヘ
御
礼
可
申
上
候
事

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

十
月
四
日

祥
月
退
夜

十
二
月
朔
日

釈
元
信

俗
名
十
九
蔵

向

大
こ
ん

主
円
ミ

御
幸

代
拾
文

か
つ
を

御
供
物

代
拾
文

嘗
百

枚

や
き
物
見
合

御
供
養
料

五
拾
文

光
徳
寺
様

（
お
と
ど
）

乙
子
朔
日
吉

小
豆
餅

十
一
月

三
日

年
号
不
知
、
戊
十

一
月
三
日

知
空
信
女

二
代
目
武
兵
衛
母
方
祖
父
ノ
妾
也
、
後
妻
ニ
成
ル

但
、
当
月
寒
ニ
入

史料紹介

俗
名
丹
波
屋
久
兵
衛

廿
二
日

同

小
豆
餅

汁
見
合

小
豆
め
し

家
内
祝

ね
ぶ
か
き

汁

145 



第30号

同
九
日

御
祥
月
待
夜

釈
浄
誠
様

人間文化

御
花

御
供
物

翌
十
日
、
西
念
寺
江
傍
参
可
致
事

枚

嘗
百

但
、
四
月
八
日

五
月
八
日

拾
文

拾
文西

念
寺
様
へ

浄
守
様

浄
喜
様

焼
物
見
合

同
廿
四
日

向Jし、

味

右
御
両
仰
共
、
西
念
寺
様
ヘ
壱
匁
ッ
、
持
参
一
一
而
参
詣
之
事

委
細
別
ニ
記
之

同
十
七
日

家
内

そ
ふ
じ

5

但
し
、
祝
日
定
日
ニ
御
座
候
へ
共
、
夏
分
そ
ふ
じ
い
た
し
置
候
事

十
二
月
十
四
日

向

か
つ
を

青
ミ

大
こ
ん

安
政
六
己
未
年

汁
見
合

春
秋
彼
岸
之
志

白
銀

御
当
り
之

タ

餅
揚

青
ミ

か
つ
を

大
こ
ん

ぜ
ん
さ
ゐ

釈
妙
浄

壱
匁

光
徳
寺
様

西
念
寺
様

小
豆
め
し

146 

汁
見
合

俗
名
ち
へ



悌
様
御

一
方

壱
匁
ッ
、
両
寺
へ

上
候
事

但
し
、
春
秋
共
春
壱
度
ニ
書
附
相
渡
、
御
寺
へ
相
納
候
事

（
ま
で
）

十
二
月
朔
日
右
十
日
迫

JI!) 

二
季
彼
岸

御
悌
当
り
日

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

代
弐
拾
文
位

史料紹介

代
拾
弐
、
三
文
位

〆

長
吏
ョ

ト
申
、

事

御
本
家

平

（せ
き
ぞ
ろ
）

節
季
候

｛
祁
）

久
兵
衛
殿

平

大
黒
舞

（苅
）

金
兵
衛
殿

同

林
兵
衛
殿

菊

吉
三
郎
様

鹿

お
て
い
殿

筒

藤
兵
衛
殿

丸
山

正
蔵
殿

茨
木
屋
清
兵
衛
殿

綿
屋

源
七
殿

戸
屋

新
助
殿

四
ヶ
所
之
者
、
米
も
ら
い
ニ
参
ル
、
少
と
ツ
、
遣
し
可
申

親
方
ヘ
一
升
ッ
、

下
番
へ
五
合
ッ
、

天
満
山
吉

垣
外

嘉
七

下
番

与
八

弐
百
文

毎
月
布
施
米
五
合
ッ
、

垣
外
番

弐
百
文

神
崎
屋
利
兵
衛
殿

奈
良
屋
平
蔵
殿

弐
百
文

綱
貫
5

奉
賀

｛刊
）

髪
結

｛削
｝

へ

風
呂
ノ
奉
賀

147 

下
役
ヘ
紙
子
E



第30号

毎
合
月
別

六
月
・
九
月
祭
り
辻
合
蝋
燭
百
文
ッ
、

右
同
断

人間文化

弐
百
九
拾
文
ッ
、

同

（
か
ね
）

外
ニ
三
拾
文
ッ
、
西
念
寺
鉦
坊
主
ヘ

壱
匁

太
融
寺

｛皆

様

148 

奉
賀
と
し
て

惣
会
所
g

へ
夜
分
勘
定
詰
番
代
り
雇
賃
弐
百
文

中
元

弐
百
文
ッ
、

自
身
番

（削
｝

雇
賃
百
弐
拾
四
文

小
紋
切
を

八
尺

自
分髪中

結元
ヘ歳
祝暮
義彦

弐
百
文
草
履
料

白
銀

外
ニ
子
供
三
人
中
一
石
弐
百
文
ッ
、
遣
ス

壱
両
ッ
、

（
垂
）

前
だ
れ

（間
）

中
元
・

歳
暮
と
も

同
右
同
断

弐
百
文

右
同
断

〆

白
銀

右
同
断

歳
暮

御
年
寄

（削
）

様

ひ
も
と
も

二
匁

町
代
S

へ

弐
百
文

弐
百
文

下
役
壱
人

中
元
・

歳
暮
と
も

白
銀
壱
両

弐
百
文

壱
匁
五
分
ッ
、

弐
百
文

光
徳
寺
様

西
念
寺
様

下
女
へ

ツ

草
履
料

鏡
餅
料

下
男
ヘ

草
履
代

鏡
餅
料



金
弐
百
疋
ッ
、

中
元
・
歳
暮
二
季
偉
物
品
）

代
乳
母
へ

外
ニ
壱
歩
弐
朱
ッ
、
年
と
両
度
分
遣
ス

（
あ
わ
せ
）

是
ハ
袷

g

ト
ひ
と
へ
物

（引
）

、
右
着
料
と
し
て

、
、，
，
，
，
，

- 

l
 

! 

中
元
・
歳
暮

下
女
同
様
、
前
た
れ
其
外
遣
し
候
上
、
足
袋
一
足
、
引
摺（但

）

一
足
遣
し
候
事

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

鏡
餅

代
弐
匁

集
物

セご 足

長袋
〆

中
元
・
歳
暮

史料紹介

弐
匁
ッ
、

炭
代

畳
代

重
代
三
拾
匁

一
足

代
弐
匁
五
分

一
足

弐
匁
五
分

子
供
ヘ

二
味け

い
こ
や

同畳
代
・
炭
代

松
林
g

・
七
夕

壱
ヶ
年
中
花
代

弐
匁
ッ
、

手
習
師
家

弐
匁
五
分

西
念
寺
様
へ

左
之
通
書
附
致
し
頼
置
候
事
、
都
而
御
退
夜
ニ
建
ル

正
月

＼
二
日
五
文

一
八
日
三
文

／
十
一
日
五
文

二
月

＼
二
日
拾
五
文

一
八
日
三
文

／
十
一
日
五
文

彼
岸
中
拾
弐
文

＼
二
日
五
文
ッ
、

一
八
日
三
文
ッ
、

／
十
一
日
五
文
ッ
、

六
月

＼
二
日
五
文

一
八
日三
文

／
十
一
日
拾
五
文
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第30号

七
月

人間文化

九
月

＼
二
日
五
文

一
八
日
三
文

／
十
一
日
五
文

盆
拾
五
文

，－一一一一一一『＼

十八二
一日日
日拾五
五五文
文文

十
二
月
＼
二
日
五
文

一
八
日
三
文

／
十
一
日
五
文

正
月
花
拾
五
文

!\ 
月

，－一一一一一一ー＼

十八 二
一 日日
日 三 五
五文文
文

彼
岸
中
拾
弐
文

＼
二
日
五
文

十
一
月
一
八
日
三
文

／
十
一
日
五
文

十
月

之
候
事

右
之
外
、
閏
月
、
亦
ハ
新
悌
者
其
節
建
花
致
候
事
、
右
ニ
而

先
一
ヶ
年
中
花
有

中
元油

代 弐
匁

西
念
寺
様

祥
月
・

彼
岸
之
分
花
代
と
も

都
而

西
念
寺
様
ヘ
ハ
春

一
時
ニ
相
納
候
事

150 

天
保
十

一
子
年
δ

初
ル

十
月
六
日

報
思
講

入
周
年
番
取
斗

月
ζ

壱
軒
分
五
分
ッ
、

悌
飯
料

中
元
・
歳
暮

一
軒
右

猪
之
助
へ

弐
匁
ッ
、

女
房
へ

壱
匁
ッ
、

〆
年
番
取
斗
之
事

御
堂

（叩
）

五
日
講

五
日
講
中

平

芳
兵
衛
殿

武
兵
衛
殿

林
兵
衛
殿

久
兵
衛
殿

金
兵
衛
殿

此
方

〆



右
講
之
儀
者

、
先
年
平
彦
別
宅
宗
兵
衛
殿
始
、
平
久
殿

・

此
方
申
合
組
立
、
大

御
本
家
様

｛
叩
｝

へ
御
届
ケ
申
上
、
大
日

一那
様
御
承
知
之
御
事
ニ
御
座
候
、
其
後

御
門
跡
様
御
下
向
之
節
、
亦
別
家

g

御
座
へ
這
入
候
事
不
能
候
ニ
付
、
退
講

之
人
も
出
来
候
候
趣
ニ
而
、
平
七
郎
兵
衛
様
御
年
番
之
節
、
御
下
向
者
元
右
年

) || ) 

と
難
波
御
堂
報
思
講
之
節
も
、
別
家
衆
・

供
女
中
、
亦
ハ
外
と
な
じ
ミ
誘
引
之

人
ハ
相
断
候
ニ
相
成
候
事
、
二
代
目
武
兵
衛
無
量
講
ト
相
唱
、
初
年
番
致
候
事

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

弐
百
弐
拾
四
文

尼
講
懸
銭

光
徳
寺
様

月
ζ

拾
文
ッ
、
百
文
、
外
花
斗

一
一
工
ノ
度
差
紙
来

但
、
正
・
五
・

九
、

参
詣
不
致
ハ
壱
封
入
不
申
候
事

御
堂
彼
岸
御
座
料

白
銀
三
匁

同

弐
匁

百
文

史料紹介

五
拾
文

〆

御
使
僧

（
叩
）様

五
日
役
所
へ

御
花
代

供
男
へ

中
元

嘗
百

油
代

壱
ヶ
年
分

百
弐
拾
四
文

外
米
一
升

中
元
・

歳
暮

百
文
ッ
、

安
政
二
卯
年

銀
九
匁

祥
月
志

釈
元
謹
様

同
妙
薫
尼

同
元
信

一
一
月
三
日
彼
岸

同

五
日

同
枚

太
融
寺
様

天
満
御
堂

廿
二
日
講

廿
二
日
講
徳
兵
衛
ヘ

西
念
寺
様

釈
妙
徳
様

同
妙
蓮
尼

元
詮
様

151 

元
信



第30号

八
月
十
二
日
同

同

十
四
日
同

人間文化

〆
右
各
壱
匁
ッ
、

安
政
四
年
巳
年

銀
八
匁

祥
月
志
五
件

八
月
三
日

五
日

九
日

同
五
午
年二

匁

一
一
月
五
日

同

九
日

八
月
十
四
日

妙
徳
様

妙
蓮
尼

安
政
二
卯
年
改

餅
揚

壱
升
五
合

荒
神
様

元
詮
様

彼
岸
二
月
ハ
な
し

壱
升
六
合

元
信

妙
薫
尼

元
信

妙
薫

妙
蓮

御
悌
前

神
棚

稲
荷
様

布
袋
様
ヘ

西
念
寺
様

〆

壱
升

玉
寿
院
江

壱
斗
九
合

五
升

白
二
升
五
合

砂
糖
二
升
五
合

152 

ニ
ツ一

重

一
合
ッ
、
数
十
六

八
重

二
重

二
重

二
重

二
重

大
小
二
ツ

一
重餅

掻
餅



〆
弐
斗

安
政
五
午
年
春
改

覚

年
始
御
礼

JI I) 

白
銀

壱
匁
五
分

外
ニ
品
川
文

西
念
寺
様

但
、
光
徳
寺
様
者

祥
月
相
勤
候
事

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

午
年
中
花
代

同
弐
匁
五
分

同
三
匁

彼
岸
之
志

前
ニ
有
之

同
弐
匁

油
代

此
分

一
包
ニ
し
て

鉦
坊
主
ヘ

彼
岸
之
志
者
懸
銭
有
之
候
ニ
付
止
メ
ル

史料紹介

年
始
御
礼

壱
匁
五
分

光
徳
寺
様

同

壱
匁

一
一月
三
日

元
詮
様

妙
徳
様

妙
蓮
尼

妙
薫
尼

元
信

〆
五
併
祥
月
志

銀
五
匁

安
政
五
戊
午
年
冬

餅
揖

壱
升
五
合

荒
神
様

太
融
寺
様

西
念
寺
様
江

上
1レ

ニ
ツ

重

153 



第30号

壱
升
六
合

人間文化

御
併
前

神
棚

稲
荷
棚

布
袋
棚

〆

壱
升

玉
寿
院
江

五
升

白
弐
升
五
合

砂
糖二

升
五
合

宮
孟江同

」
し
場

一
合
ッ
、
か
ず

壱
升
五
合
ッ
、

十
六
、
八
重

弐
斗

〆

三
斗
九
升
六
合

未
年
冬
右
同
断

万
延
元
申
年

大

重

十
一
月
廿
七
日

報
恩
講

か
き
餅

御
幸

御
供
物

同

朱
ろ
う
そ
く
二
挺

御
香

二
ツ

一
重

弐
匁

世
田
百
一
枚

御
供
養
料

二
ツ

一
重

同

枚

安
兵
衛

半
七

154 

小
も
ち

但
、
十
九
日
お
つ
い
嫁
入
可
致
候
ニ
付
延
引

七
拾
文

百
五
拾
文

四
拾
八
文

有
合
セ

光
徳
寺
様

御
代
僧
へ

同
汁

な
し



猪
口

平

、
、
，
，

fl
 

! 
大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

〆

酒
な
し

文
久
二
壬
成
年

拾
匁
五
分

但
、
五
匁

釈
元
詮
様

釈
妙
徳
様

釈
妙
薫

釈
妙
蓮

釈
元
信

〆

史料紹介

壱
匁

秋
彼
岸
志

閏
七
月
三
日

弐
匁

盆
油
代

しユ

も
こ
ん
に
ゃ
く

か
み
な
り

と
う
ふ西

念
寺

祥
月
志

釈
元
詮
様

弐
匁
五
分

め
し

〆亥
年
分

祥
月
志五

匁

釈
元
詮
様

釈
妙
徳
様

〆春
彼
岸
志

弐
匁一

一
月
三
日

釈
元
詮
様

五
日釈

元
信

秋
彼
岸ニ

匁

年
中
花
代西

念
寺

釈
妙
薫

釈
妙
蓮

釈
元
信

155 



第30号

八
月
三
日

釈
妙
徳
様

人間文化

九
日釈

妙
薫

十
四
日

釈
妙
蓮

弐
匁

盆
油
代

弐
匁
五
分

亥
年
中
花
代

〆
拾
四
匁
五
分

八
十
五
匁

此
金
弐
朱

十
三
匁
壱
文

文
久
二
年
成
九
月
十
一
日
請
写

老
松
町
平
野
屋
武
兵
衛
、
女
房
き
た
、
枠
駿
七
・
同
枠
虎
之
介
、
娘
こ
の
、
下

女
す
へ
・
た
け
・
ま
つ
、
下
人
半
七
、
福
太
郎
〆
十
人

寸
口

＝
＝
口

祥
月
志白

銀
五
匁

一
一
月
三
日

釈
元
詮

九
月
九
日

釈
妙
薫

十
月
五
日

釈
元
信

彼
岸
之
志

白
銀
弐
匁

一
一
月
十
二
日

釈
妙
徳

七
月
盆
油
代

銀
弐
匁

子
年
中
花
代

弐
匁
五
分

〆
拾
壱
匁
五
分

六
月
十
二
日

釈
妙
徳
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四
月
十
四
日

釈
妙
蓮

一
一
月
十
四
日

釈
妙
蓮

右
之
通
御
供
養
奉
願
候
、
以
上
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子
年
正
月

老
松
町

老
松
町
平
野
屋
武
兵
衛
、
女
房
き
た
、
枠
駿
七
・

同
女
房
す
ヘ
、
同
枠
虎
之
介
、

史料紹介

平
野
屋
武
兵
衛

西
念
寺
様

御
納
所

子
正
月
三
日

福当
原百
氏弐
へ枚
o;;; 
口永

代ご

御
初
穂
料
遣
ス

元
治
元
甲
子
年
宗
旨
手
形
写

娘
こ
の
、
孫
福
太
郎
、
下
人
作
兵
衛
・

辰
蔵
、
下
女
た
け
・

ま
つ
、

丑
年
冬
歳
暮

八
匁
六
分

御
年
寄
様

六
匁

会
所
へ

四
匁

下
役
壱
人

〆

〆
拾
壱
人

年
七ム、
戸口

当
百
一
枚
ッ
、

〆慶
臆
二
寅
年

彼
岸
之
志

一
一
月
三
日

五
日

九八 同
月
十

日

同

十
四
日

同

十
四
日

〆
五
匁祥

月
忌

一
一月
三
日

六
月
十
二
日

九
月
九
日

光
徳
寺
様

西
念
寺
様

太
融
寺
様

釈
元
謹

同
元
信

同
妙
徳

同
妙
蓮

同
妙
浄

釈
元
護

同
妙
徳
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同
妙
薫



第30号

四
月
十
四
日

十
月
五
日

人間文化

十
二
月
十
四
日

〆
六
匁寅

年
中
花
代

同
盆
会
油
代

〆
拾
五
匁
五
分

寅
十
一
月
廿
七
日

報
思
講

百
五
十
文

四
百
四
十
八
文

弐
百
文

弐
百
文

百
文

慶
謄
三

卯
年
正
月

A主品

見』

同
妙
蓮

一
一
月
三
日

同
元
信

六
月
十
二
日

同
妙
浄

九
月
九
日

四
月
十
四
日

十
月
五
日

弐
匁
五
分

十
二
月
十
四
日

弐
匁

〆
銀
六
匁

彼
岸
之
志

一
一
月
十
四
日

銀
壱
匁
ッ
、

花御
供
物

光
徳
寺
様
へ

卯
年
中
花
代
高
直
ニ
付

く
や
う
料

銀
五
匁

代
僧
ヘ

同
盆
油
代

同
三
匁

右
者
例
之
通
宜
奉
願
上
候
、

釈
元
詮

同
妙
徳
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同
妙
薫

同
妙
蓮

同
元
信

同
妙
浄

祥
月
志

釈
妙
蓮

同
妙
浄以

上
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卯
正
月

西
念
寺
様

外

拾
弐
匁

老
松
町

右
者
釈
妙
浄
月
牌
料
為
願
上
候
、
位
牌
へ
法
名
御
入
記
可
被
下
候
、
出
来
候
上

史料紹介

代
料
可
被
仰
下
候
、
己
上

辰
年

覚

一
一
月
三
日

六
月
十
二
日

九
月
九
日

四
月
十
四
日

十
月
五
日

十

月
十
四
日

〆
祥
月
志
銀
六
匁

釈
元
詮

同
妙
徳

同
妙
薫

同
妙
蓮

同
元
信

同
妙
浄

八
月
五
日

八
月
九
日

〆
弐
匁銀

五
匁

同
三
匁

合
拾
六
匁

右
之
通
宜
奉
願
上
候

卯
極
月

西
念
寺
様

明
治
二
巳
年Aは．

見」

一
一
月
三
日

六
月
十
二
日

九
月
九
日

彼
岸
之
志

釈
元
信

同
妙
薫

辰
年
中
花
代

盆
油
代

平
野
屋

武
兵
衛

釈
元
護

同
妙
徳
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同
妙
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第30号

十
月
五
日

十
二
月
十
四
日

人間文化

〆
祥
月
志
銀
五
匁

一
一
月
九
日

十
月
五
日

巳
年
中
花
代

盆
油
代
三
匁

合
拾
五
匁

右
之
通
宜
奉
願
上
候

巳
正
月

西
念
寺
様

卯
年
九
月
廿
七
日

同
元
信

報
思
講

同
妙
浄

朝

四
ツ
時

弐
百
文

彼
岸
之
志

同百
文

五
匁

七
ツ
時
御
戸
講

金
弐
朱

嘗
百
三
枚

同

弐
枚

壱
朱

平
野
屋武

兵
衛

但
、
常
之
御
座
之
節
ハ

五
百
も
ん

三
百
も
ん

七
ツ
時

ヘ
金
一
朱

／
弐
百
文

四
ツ
時

弐
百
文

御
退
夜

nu 

n
h
U
 

唱
E
E
A

光
徳
寺
様
御
代
僧

光
徳
寺
様

御
供
養
料

供
ヘ

三
土
殿
頼
ム

御
本
山
様
ヘ

講
内
ヘ

尼
講
ヘ

御
寺
様
へ

態
末
料

御
本
山
ヘ

講
中
ヘ

御
僧
へ

態
末
料

尼
講
内
へ
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〆辰
年
報
恩
講

金
弐
朱

五
百
文

五
百
文

三
百
文

三
百
文

弐
百
文

〆

弐
百
文

弐
百
文

弐
百
文

〆

弐
百
文

六
百
も
ん

巳
年
九
月
廿
四
日

報
思
講

＼
御
膳
出
ス

〆
浄
園
寺
様
ヘ

朝
四
ツ
時

御
本
山
様
ヘ

御
花
代

講
内
へ

御
供
物

難
波
御
堂
ヘ

ろ
う
そ
く

天
満
御
堂
へ

弐
百
文

尼
講
内
へ

弐
百
も
ん

弐
百
文

光
徳
寺
様
へ

同
御
供
養
料

八
ツ
時

法
専
寺
殿
へ

金
弐
朱

弐
朱

浄
園
寺
様

五
百
も
ん

供
男

一
人

弐
百
も
ん

下
女
両
人

弐
百
文

士
ん
い

表
ノ
太
兵
衛
娘

百
文

二
ツ

〆
三
人
へ
弐
百
文
ッ
、

光
徳
寺
様

御
代
僧

光
徳
寺
様

同
御
供
養
料

法
専
寺
様

浄
園
寺
様

御
本
山
様
へ

講
内
ヘ

尼
講
へ

浄
園
寺
様

下
女
両
人

供
男
へ
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第30号

（
付
紙
）

「
但
、
五
百
も
ん

人間文化

弐
百
文

弐
百
文

弐
百
文

弐
百
文

弐
百
文

百
も
ん
二
ツ

／一一一一＼

外
三
百
も
ん

弐
百
も
ん

＼
七
拾
四
忌
ニ
付

／
弐
貫
文

（
付
紙
）

報
恩
講

・

御
戸
講
内
へ
常
例
と
し
て

「
内
三
両
三
歩
一
朱

報
恩
講
浄
園
寺
様
ヘ

右
同
尼
講
内
へ

イE

浄
園
寺
殿
供
男
へ

光
徳
寺
様
ヘ
報
恩
講
志

同
御
供
養
料
同

法
専
寺
殿
へ
同

下
女
両
人
へ
志
と
し
て

代
僧
法
専
寺
殿
ヘ
供
養
料

同
人
殿
へ
菓
子
料
と
し
て

家
内
へ
志
と
し
て
弐
百
文
ッ
、
十
人
へ
」

（
裏
表
紙
）

「
老
松
町 弐

朱
弐
朱

壱
朱

弐
朱

壱
朱

壱
朱

弐
朱

弐
朱

壱
歩
弐
朱

御
戸
講
へ
御
本
山
様
へ

学
法
場
御
普
請
寄
附

御
堂
様
へ
御
経
料
九
月
廿
四
日

祖
母
三
拾
三
回
忌
ニ
付

右
同
断
光
徳
寺
様
へ
志
と
し
て

右
同
断
代
僧
志
と
し
て

行
水
湯
わ
か
し
代
足
と
し
て

米
つ
き
臼
代
足
と
し
て

砂
金
石
二
ツ
代
織
有

平
野
屋
武
兵
衛
」
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注

JI I) 

（l
）
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
・
発
行
『
難
波
家
（
平
野
屋
）
史
料
目
録
』
、

一
九
九
八
年
。

（2
）
脇
田
修
・
中
川
す
が
ね
編
『
幕
末
維
新
大
阪
町
人
記
録
』
、
清
文
堂
出
版
、一

九
九
四
年
。

（3
）
主
な
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
中
川
す
が
ね
「
歌
三
味
線
の
周
辺
」
（
『
身
分
的

周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
九
四
年
）
、
中
川
す
が
ね
「
大
坂
町
人
の
経
済

意
識
1

華
井
の
見
た
幕
末
維
新
！
」
（
中
部
よ
し
子
編
『
大
坂
と
周
辺
諸
都
市
の

研
究
』
清
文
堂
出
版
一
九
九
四
年
）
。

（4
）
懸
物
座
敷
の
床
の
間
に
飾
ら
れ
る
掛
軸
の
こ
と
。

（5
）
小
松
引
小
松
引
と
は
正
月
初
子
の
日
に
野
に
出
て
小
松
を
引
き
抜
い
て
長

寿
を
願
っ
た
平
安
貴
族
の
行
事
。
こ
の
日
若
菜
を
摘
ん
だ
り
も
し
た
。
子
忌
み
、

子
の
日
遊
び
な
ど
と
も
い
っ
た
。

（6
）
呉
山
和
田
呉
山
（
7
1

一
八
七
O
）
江
戸
後
期
の
画
家
。
大
坂
生
。
名
は

弘
毅
、
通
称
房
吉
。
森
徹
山
の
門
下
で
、
人
物
花
鳥
を
得
意
と
し
た
。
四
三
才
で

落
飾
し
、
名
を
空
相
と
改
め
、
法
語
を
月
心
、
阿
閑
と
称
す
。
の
ち
京
都
神
光
院

に
移
り
精
進
苦
行
し
、
法
務
の
余
暇
に
白
衣
観
音
像
を
描
き
、
民
衆
に
施
与
し
た
。

（7
）
人
丸
柿
本
人
麻
目
。
七

1

八
世
紀
の
歌
人
。
江
戸
時
代
は
和
歌
・
学
問
・

火
防
・

安
産
・

眼
病
な
ど
の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
。

（
8
）
山
草
ウ
ラ
ジ
ロ
を
い
う
。
特
に
正
月
の
飾
り
用
の
も
の
を
さ
す
。
江
戸
時

代
に
は
正
月
近
く
な
る
と
、
行
商
人
が
売
り
に
き
た
。

（9
）
折
敷
お
し
き
。
檎
の
へ
ぎ
板
な
ど
で
作
っ
た
縁
っ
き
の
方
形
の
盆
で
、
食

膳
の

一
種
。
近
世
に
は
足
を
付
け
た
り
、
塗
物
も
現
れ
た
。

（
叩
）
傍
器
仏
に
さ
さ
げ
る
供
物
を
盛
る
器
。

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中史料紹介

（日
）
か
や
く
料
理
の
具
の
こ
と
。

（
ロ
）
或
人
日
ク
第
八
代
宗
主
蓮
如
が
真
宗
教
義
を
平
易
な
消
息
（
手
紙
）
の
形

式
で
記
し
た
五
帖
八
十
通
の
「
御
文
章
（
御
文
）
」
の
第
一
帖
一
通
目
。

（
日
）
荒
神
電
の
神
。
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
守
る
三
宝
荒
神
と
混
同
さ
れ
て
火

を
防
ぐ
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
簡
の
上
に
神
棚
を
作
っ
て
和
ら
れ
る
。

（
凶
）
神
明
天
照
大
神
の
称
。

（
日
）
大
福
お
お
ぶ
く
。
大
福
（
服
）
茶
。
元
日

一に
若
水
で
点
て
た
茶
に
、
梅
干

・

山
根
・
昆
布
・
黒
豆
な
ど
を
入
れ
て
飲
む
も
の
で
、

一
年
中
の
悪
気
を
払
う
と
さ

れ
た
。

（
日
）
雑
煮
大
坂
で
は
元
日

一と
三
日
に
は
白
味
噌
で
丸
小
餅
を
焼
か
ず
に
入
れ
る

雑
煮
、
二
日
に
は
す
ま
し
に
焼
い
た
丸
餅
と
水
菜
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ

る
。
武
兵
衛
は
元
旦
の
味
噌
雑
煮
に
も
焼
い
た
餅
を
使
い
、
三
日
に
は
甘
い
も
の

好
き
の
た
め
か
、
ぜ
ん
ざ
い
を
雑
煮
が
わ
り
に
し
て
い
る
。

（
口
）
か
ち
ん
撞
飯
（
か
ち
い
い
）
が
変
化
し
た
餅
を
あ
ら
わ
す
女
房
言
葉
。

（
日
）
く
し
が
ひ
串
員
。
串
に
さ
し
て
干
し
た
あ
わ
び
。

（
悶
）
平
か
つ
を
サ
パ
科
ソ
ウ
ダ
ガ
ツ
オ
属
の
ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
と
マ
ル
ソ
ウ
ダ
を
さ

す
。
初
秋
日
本
海
で
六
0
セ
ン
チ
ほ
ど
に
育
っ
た
も
の
が
群
集
し
た
の
を
漁
獲
し

た
。

ね
ん
し
ゅ
。
年
始
の
祝
に
出
す
酒
。

二
代
目
平
野
屋
武
兵
衛
の
長
男
で
父
同
様
平
野
屋
孫
兵
衛
方
に
仕
え

（
却
）
年
酒

（
幻
）
駿
七

て
い
た
。

（
辺
）
手
札
入
手
札
、
す
な
わ
ち
名
刺
を
入
れ
る
も
の
。
年
始
の
挨
拶
で
は
座
敷

に
上
が
ら
ず
、
玄
関
に
し
つ
ら
え
た
表
札
場
に
手
札
を
入
れ
て
す
ま
す
こ
と
も

あ
っ
た
。

163 

（
お
）
二
枚
折
扉
風

二
曲
扉
風
。
鴨
居
に
届
く
高
さ
で
、
幅
は
片
面
一
畳
分
。



第30号

（M
）
向
鱒
向
付
（
む
こ
う
づ
け
）
と
い
わ
れ
る
膳
部
の
中
央
よ
り
向
側
に
付
け

る
器
な
い
し
料
理
で
、
本
来
は
砂
糖
酢

・

胡
麻
酢
な
ど
で
あ
え
た
鱒
（
な
ま
す
）

仕
立
て
で
あ
る
が
、
刺
身
も
用
い
ら
れ
た
。

（
お
）
酒
い
り
酒
で
前
…
り
つ
け
て
酒
の
香
り
を
付
け
る
料
理
。

（
お
）
常
之
通
武
兵
衛
家
の
常
の
夕
食
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
大
坂
で
は
一
般
的
に
は
昼
食
が
最
も
重
要
な
食
事
で
、
昼
食
時
に
飯
を
炊

い
て
お
か
ず
の
つ
い
た
食
事
を
し
た
。
夕
食
・

朝
食
は
冷
や
飯
に
香
の
物
が
中
心

で
朝
食
は
茶
が
ゆ
に
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

（
幻
）
退
夜
逮
夜
。
本
史
料
で
は
「
待
夜
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
前
夜
に
行

わ
れ
る
法
事
の
こ
と
。
注
（
日
）
参
照
。

（
お
）
平
皿
底
が
浅
く
平
た
い
漆
塗
り
の
椀
、
ま
た
は
そ
こ
に
盛
る
料
理

。

（
泊
）
身
く
じ
ら
鯨
の
赤
肉
の
部
分
で
皮
鯨
に
対
す
る
語
。
大
坂
で
は
鯨
肉
と
水

菜
を
煮
込
む
は
り
は
り
鍋
が
よ
く
食
べ
ら
れ
た
。

（
却
）
出
入
方
平
野
屋
武
兵
衛
家
を
得
意
先
と
し
て
出
入
す
る
者
で
、
大
工

・

畳
屋
・

女
髪
結
い
、
青
物
な
ど
の
行
商
人

・

下
肥
汲
み
取
り
の
百
姓
な
ど
が
い
た
。

（
引
）
八
分
銀
八
分
。

（
泣
）
福
明
し
ふ
く
あ
か
し
。
大
坂
で
は
正
月
四
日
に
三
が
日
の
残
り
物
を
ご
つ

た
煮
に
し
て
食
べ
た
こ
と
か
ら
、
福
沸
か
し
が
変
化
し
て
こ
の
言
葉
に
な
っ
た
と

い
〉
つ
。

（
お
）
西
念
寺
大
阪
市
天
王
寺
区
餌
差
町
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
。
平
野
屋
五
兵
衛

な
ど
の
墓
地
が
あ
る
。

（M
）
帳
祝
大
坂
で
は
正
月
十
一
日
に
、
帳
簿
を
新
た
に
綴
じ
て
こ
れ
を
祝
っ
た
。

（
お
）
ぶ
り
骨
京
坂
で
は
正
月

二
十
日
を
骨
正
月
と
い
い
、
正
月
用
の
塩
鯛
な
ど

の
骨
と
大
根
な
ど
で
粕
汁
を
作
り
食
べ
た
。

（
お
）
甲
子
か
っ
し
・
き
の
え
ね
。
十
干
と
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
の
第

人間文化

一
番
目
で
あ
る
た
め
重
ん
じ
ら
れ
、
甲
子
待
な
ど
の
行
事
を
行
っ
た
。
甲
子
待は
、

甲
子
の
日
の
子
の
刻
（
午
後
一
一
時
か
ら
午
前
一
時
頃
）
ま
で
起
き
て
い
て
、
商

売
繁
昌
な
ど
を
願
い
、
二
股
大
根
や
黒
豆
入
の
茶
飯
な
ど
を
供
え
大
黒
天
を杷
る

も
の
で
あ
る
。
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（
幻
）
庚
申
こ
う
し
ん

・

か
の
え
さ
る
。
十
干
と
十
二
支
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
の
第
五
七
番
目
。
こ
の
夜
庚
申
講
の
連
中
は
寝
ず
に
青
面
金
剛
（
し
よ
う
め
ん

こ
ん
ご
う
）
や
猿
田
彦
を
把
り
、
夜
明
け
ま
で
宴
会
や
歓
談
を
行
っ
た
。
大
坂
で

は
こ
の
日
こ
ん
に
ゃ
く
を
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た
。
も
と
は
大
坂
四
天
王
寺
の
青

面
金
剛
童
子
の
参
詣
人
を
目
あ
て
に
こ
ん
に
ゃ
く
田
楽
が
売
り
出
さ
れ
た
こ
と
に

ト
品
ヲG
。

（
犯
）
嘗
百
当
百
銭
と
呼
ば
れ
た
天
保
通
宝
の
こ
と
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）

か
ら
発
行
さ
れ
た
百
文
通
用
の
長
円
形
の
銭
貨
で
あ
る
が
、
大
坂
で
は
評
判
が
悪

く
、
銭
と
の
間
で
相
場
が
成
立
し
た

。

（
却
）
光
徳
寺
大
阪
府
柏
原
市
の
信
貴
山
南
斜
面
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
。

平
野
屋
武
兵
衛
の
本
家
孫
兵
衛
の
本
家
に
あ
た
る
平
野
屋
五
兵
衛
は
東
本
願
寺
初

代
講
師
の
恵
空
に
師
事
し
、
同
家
は
代
々
同
寺
、
ま
た
大
坂
北
久
太
郎
町
に
あ
っ

た
同
寺
支
坊
の
門
徒
と
し
て
活
動
し
た
。
平
野
屋
武
兵
衛
家
は
元
来
太
融
寺
の
檀

家
で
あ
っ
た
が
、
門
徒
と
し
て
光
徳
寺
と
の
関
係
が
深
い
。

（
却
）
津
山
検
校
（7
1

一
八
三
六
）
、
大
坂
の
初
代
津
山
検
校
。
慶
之
一
ま
た
は
虎

一
。
生
田
流
箸
曲
お
よ
び
野

川
流
地
歌
の
演
奏
家
・
作
曲
家
。
豊
賀
四
度
・
中
川

勾
当
を
経
て
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
検
校
と
な
っ
た
。
野
川
流
長
歌
五
十

番
の
制
度
を
定
め
，
津
山
擦
と
い
わ
れ
る
援
の
改
良
も
行
っ
た
。
平
野
屋
武
兵
衛

は
こ
の
人
に
師
事
し
、
自
ら
三
味
線
の
演
奏
や
作
曲
を
行
っ
て
い
る
。

（
引
）
天
赦
日
暦
注
で
四
季
に
各
一
回
あ
る
天
が
す
べ
て
の
罪
を
許
す
と
い
う
最

上
の
吉
日
。
春
は
戊
寅
、
夏
は
甲
午
、
秋
は
戊
申
、
冬
は
甲
子
の
日
。



JI I) 

（
位
）
心
祝
形
式
張
ら
な
い
心
ば
か
り
の
祝
い
。
内
輪
の
祝
い
事
。

（
必
）
御
霊
様
大
阪
府
中
央
区
淡
路
町
五
丁
目
に
あ
る
御
霊
神
社
。
江
戸
時
代
に

は
旧
摂
津
国
津
村
郷
の
産
土
神
と
し
て
大
坂
町
人
に
信
仰
さ
れ
た
。

（
叫
）
権
現
様
御
祭
り
天
満
の

川
崎
東
照
宮
。
大
坂
城
主
と
な
っ
た
松
平
忠
明
が

元
和
三
年
（
一
六

一
七
）
に
建
て
、
現
在
は
廃
絶
し
て
い
る
。
徳
川
家
康
の
忌
日

四
月
十
七
日
の
前
後
五
日
の
権
現
祭
の
時
だ
け
は
町
人
に
も
参
詣
が
許
さ
れ
た
。

本
文
の
七
日
は
十
七
日
の
ま
ち
が
い
か
。

（
伍
）
二
拾
八
宿
天
球
に
お
け
る
天
の
赤
道
を
二
八
の
星
宿
に
分
割
し
た
も
の
で
、

元
来
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
暦
注
に
記
さ
れ
て
占
星
術
に
使
わ
れ
た
。

（
必
）
八
幡
殿
八
幡
太
郎
源
義
家
の
こ
と
か
。

（
釘
）
し
ゃ
う
ぶ
湯
端
午
の
節
句
に
は
邪
気
を
被
う
た
め
に
菖
蒲
や
蓬
を
軒
や
屋

根
に
付
け
た
り
、
菖
蒲
の
葉
・
根
を
風
呂
に
入
れ
た
り
し
た
。

（
必
）
金
三
郎
二
代
武
兵
衛
の
早
世
し
た
兄
。

（
羽
）
は
が
た
め
正
月
と
六
月
一
日
に
長
寿
を
願
っ
て
鏡
餅
・
大
根
・
押
し
鮎
・

勝
栗
・
飴
な
ど
固
い
も
の
を
食
べ
る
行
事
。
平
安
時
代
の
宮
中
行
事
に
あ
る
が
、

江
戸
時
代
に
は
民
間
で
も
広
く
行
わ
れ
た
。

（
印
）
白
掻
餅
こ
の
場
合
は
白
餅
を
な
ま
こ
形
に
つ
く
り
、
小
口
か
ら
薄
く
輪
切

り
に
し
て
干
し
た
も
の
。

（
日
）
か
ら
漬
ふ
つ
う
よ
り
塩
辛
く
し
た
漬
け
物
の
こ
と
か
。

（
臼
）
土
用
立
夏
の
前
の
十
八
日
間
。
こ
の
間
に
暑
中
見
舞
い
の
品
を
親
し
い
間

で
贈
り
合
う
風
習
が
あ
っ
た
。

（
日
）
す
り
な
か
し
す
り
流
し
。
魚
ゃ
い
も
・
茄
子
な
ど
の
野
菜
、
豆
腐
な
ど
を
摺
つ

て
だ
し
で
の
ば
し
た
汁
物
。
と
ろ
り
と
し
て
、
冷
た
く
し
て
も
お
い
し
い
の
で
夏

季
に
よ
く
作
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
は
大
坂
の
夏
の
名
物
で
あ
っ
た
ハ
モ
の
す
り
流

し
と
考
え
ら
れ
る
。

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中史料紹介

（M
）
た
〉
き
な
刻
ん
だ
菜
の
こ
と
。

（
日
）
七
月
十
五
日
盆
の
た
め
昼
は
精
進
料
理
で
あ
る
。

（
日
）
さ
し
さ
ば
背
開
き
の
塩
鯖
二
尾
を
頭
の
と
こ
ろ
で
刺
し
て
連
ね
た
も
の
で
、

盆
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
酢
で
し
め
て
し
め
鯖
に
し
て
食
べ
た
と
思
わ

れ
る
。

（
日
）
番
菜
野
菜
を
中
心
と
し
た
ふ
だ
ん
の
お
か
ず
。

（
回
）
雷
豆
腐
豆
腐
を
く
ず
し
て
ご
ま
油
で
妙
め
、
醤
油
や
ネ
ギ
で
味
付
け
し
た

料
理
。
江
戸
時
代
の
豆
腐
料
理
書
『
豆
腐
百
珍
』
に
も
登
場
す
る
。

（
印
）
難
波
喜
太
夫
初
代
武
兵
衛
の
父
。
岡
山
藩
士
ゆ
か
り
で
、
母
の
采
女
の
婿

と
な
っ
た
。
注
（
河
）
参
照
。

（ω
）
九
月
九
日
重
陽
の
節
句
。
幕
末
の
大
坂
町
奉
行
久
須
美
祐
需
は
随
筆
「
浪

花
の
風
」
の
中
で
、
「
重
陽
に
は
、
栗
、
柿
、
葡
萄
を
賞
玩
す
。
家
々
に
儲
置
て
、

来
る
人
毎
に
出
し
て
も
て
な
し
と
す
。
烹
物
に
は
必
ず
松
菌
を
用
ひ
、
魚
類
は
は

も
を
用
る
こ
と
通
例
な
り
。
」
と
書
い
て
い
る
が
、
武
兵
衛
家
の
料
理
は
か
な
り

質
素
で
あ
る
。

（
日
）
報
恩
講
浄
土
真
宗
で
は
宗
祖
親
驚
に
対
す
る
報
思
謝
徳
の
た
め
祥
月
命
日

十
一
月
二
十
八
日
の
前
後
に
報
恩
講
の
法
要
を
行
っ
た
。
民
間
で
は
「
御
取
越
」

と
い
っ
て
本
山
の
法
要
と
ず
ら
し
て
営
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
前
夜
の
逮
夜
、

午
前
中
の
農
朝
（
し
ん
ち
ょ
う
）
、
正
午
頃
の
御
日
中
、
宵
の
御
初
夜
と
、
二
日

に
わ
た
り
勤
行
が
続
き
、
精
進
料
理
の
も
て
な
し
が
行
わ
れ
た
。

（
臼
）
御
花
ろ
う
そ
く
花
模
様
を
描
い
て
彩
色
し
た
絵
蝋
燭
。

（
日
）
猪
口
上
が
聞
き
、
下
の
す
ぼ
ん
だ
盃
型
の
器
で
、
刺
身
や
酢
の
物
な
ど
を

入
れ
る
。

（
悦
）
才
切
饗
目
（
さ
い
の
め
）
切
り
の
こ
と
か
。

（
臼
）
菓
子
椀
魚
、
鶏
肉
、
野
菜
な
ど
を
入
れ
た
、
実
の
多
い
汁
も
の
又
は
そ
れ
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を
盛
る
器
。
茶
懐
石
で
の
煮
物
椀
、
本
膳
料
理
で
の
平
、

た
る
。

江
戸
で
の
椀
盛
り
に
あ

人間文化

（
前
）蓋
引
台
引
き
物
の
こ
と
。
客
へ
の
土
産
と
し
て
、
膳
部
に
添
え
て
出
す
肴

や
菓
子
を
さ
す
。

（
町
）
揚
こ
ん
ぶ
花
揚
昆
布
と
も
。
長
さ
約
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
長
方

形
に
切
っ
た
昆
布
を
油
で
揚
げ
た
も
の
で
、
精
進
料
理
の
台
引
き
物
と
し
て
よ
く

使
わ
れ
た
。

（
侃
）
天
満
御
坊
大
阪
府
北
区
天
満
四
丁
目
に
あ
っ
た
興
正
寺
別
院
の
こ
と

。

か

つ
て
は
西
本
願
寺
の
脇
門
跡
で
あ
っ
た
。

（ω
）
岩
起
大
坂
名
物
の
菓
子
岩
お
こ
し
で
、
粟
の
か
わ
り
に
米
を
細
か
く
砕
い

て
水
あ
め
と
生
萎
・
ゴ
マ
な
ど
を
混
ぜ
て
固
め
、
堅
い
。

（
叩
）
難
波
采
女
初
代
武
兵
衛
の
母
で
下
津
井
祇
園
社
の
神
子
（
み
こ
）
で
あ
っ
た
。

（
九
）
乙
子
朔
日
十
二
月
朔
日
に
餅
を
撞
い
て
食
べ
る
と
水
難
を
免
れ
る
と
信
じ

ら
れ
た
。

（η
）
ね
ぶ
か
ね
ぎ
。

（
刀
）
そ
ふ
じ
正
月
の
準
備
を
か
ね
て
十
二
月
十
三
日
頃
に
煤
払
い
が
行
わ
れ
た
。

（
九
）
長
吏
大
坂
に
は
天
王
寺
（
悲
田
院
）
・

鳶
田
、
道
頓
堀
、
天
満
に
は
「
四
ケ

所
（
し
か
し
ょ
）
」
と
呼
ば
れ
る
非
人
組
織
が
集
住
す
る
垣
外
（
か
い
と
）
が
あ
り
、

各
垣
外
に
は
長
と
し
て
長
吏
が
存
在
し
た
。
大
坂
の
各
町
に
は
所
属
す
る
垣
外
か

ら
垣
外
番
が
派
遣
さ
れ
、
町
の
木
戸
番
な
ど
を
つ
と
め
た

。

（
百
）
節
季
候
江
戸
時
代
の
門
付
芸
人
。
歳
末
、
裏
白
な
ど
で
飾
っ
た
編
笠
を
か

ぶ
り
赤
い
布
で
顔
を
隠
し
た
異
様
な
風
体
の
芸
人
が
民
家
を
訪
れ
て
、
「
節
季
候
、

め
で
た
い
、
め
で
た
い
」
な
ど
と
祝

言
を
唱
え
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る

。
嘉
永
年

間
（

一
八
四
八
｜
五
四
）
に
は
大
坂
な
ど
で
は
姿
を
消
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
本

史
料
で
は
垣
外
か
ら
派
遣
さ
れ
た
非
人
が
節
季
候
や
大
黒
舞
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

（
苅
）
大
黒
舞
正
月
の
門
付
芸
で
、
福
神
の
大
黒
天
に
扮
し
た
芸
人
が
各
戸
を
め

ぐ
っ
て
祝
言
を
言
い
立
て
る
風
俗
が
室
町
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
近
世
大
坂
で
は
非

人
が
頭
巾
を
か
ぶ
り
大
黒
天
の
仮
面
を
着
け
て
、
槌
を
振
り
な
が
ら
、
三
味
線
に

の
せ
て
招
福
を
祈
る
歌
を
う
た
い
踊
っ
た
が
、
の
ち
緋
縮
緬
の
投
頭
巾
だ
け
つ

け

て
巡
回
す
る
風
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

（
竹
）
天
満
山
天
満
垣
外
の
こ
と
。
注
七
四
参
照
。

（
沼
）
綱
貫
つ
な
ぬ
き
。
牛
の
皮
で
作
り
、
底
に
鉄
の
釘
を
打
っ
た
く
つ
。

（
乃
）
奉
賀
奉
加
。
元
来
は
神
仏
へ
の
寄
進
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
町
関
係
者
へ

の
祝
儀
を
さ
す

。

（
別
）
髪
結
町
雇
い
の
髪
結
。
町
会
所
に
髪
結
床
を
設
け
て
会
所
守
を
兼
ね
て
い

た
者
が
多
い
。

（
別
）
紙
子
上
質
の
厚
く
す
い
た
和
紙
に
柿
渋
を
ぬ
り
、
乾
か
し
て
採
み
、
仕
立

て
た
衣
服

。

軽
く
て
暖
か
い
た
め
防
寒
や
旅
行
用
に
使
用
し
た
。

（
位
）
惣
会
所
近
世
大
坂
市
中
は
北
組

・

南
組
・

天
満
組
の
三
郷
に
分
け
ら
れ
、

各
郷
に
惣
会
所
を
置
き
、
惣
年
寄
や
惣
代
・
手
代
な
ど
の
雇
人
が
詰
め
て
、
事
務

を
執
っ
た

。

（
幻
）
自
身
番
元
来
は
町
の
四
辻
や
町
会
所
に
置
か
れ
た
番
所
で

町
人
が
輪
番
で

警
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
史
料
の
よ
う
に
町
人
が
金
を
出
し
て
番
人
を
雇

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（M
）
御
年
寄
老
松
町
の
町
年
寄
。
町
内
に
居
住
す
る
家
持
町
人
か
ら
選
挙
な
ど

で
選
ば
れ
た
。

（
釘
）
町
代
老
松
町
の
町
会
所
に
詰
め
て
町
の
仕
事
を
行
う
雇
わ
れ
人
。

（
部
）
太
融
寺
大
阪
市
北
区
に
あ
る
真
言
宗
寺
院
。
武
兵
衛
家
は
元
来
同
寺
の
檀

家
で
あ
る
。

166 



) - 

I
 

! 

（
釘
）
小
紋
切
小
紋
の
布
地
。
小
紋
は
布
地
に
霞
や
小
花
な
ど
種
々
の
細
か
い
模

様
を
一
面
に
型
染
め
し
た
も
の
で
、
江
戸
中
期
以
降
流
行
し
た
。

（
∞
∞
）
前
だ
れ
衣
類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
に
腰
か
ら
下
に
か
け
た
布
。

（
問
）
偉
物
衣
物
（
そ
ぶ
つ
）
、
文
は
惣
物
（
そ
う
ぶ
つ
）
と
も
。
主
人
か
ら
奉
公

人
に
与
え
る
お
仕
着
せ
な
ど
の
品
物
。

（
叩
）
袷
裏
地
を
つ
け
て
仕
立
て
た
着
物
。
近
世
で
は
陰
暦
四
月
一
日
よ
り
五
月

四
日
ま
で
、
お
よ
び
九
月

一
日
よ
り
八
日
ま
で
、
こ
れ
を
着
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ

た
。

大坂町人平野屋武兵衛の「例歳式目帳」（全文翻刻）（中

（
引
）
ひ
と
へ
物
単
衣
。
裏
地
が
つ
い
て
い
な
い
着
物
で
夏
に
着
る
。

（
位
）
引
摺
引
摺
下
駄
の
こ
と
。
台
を
中
央
で
前
後
に
切
り
離
し
、
革
を
鋲
打
ち

し
て
つ
な
い
だ
下
駄
。

（
幻
）
セ
き
だ
せ
っ
た
と
も
い
う
。
竹
皮
草
履
の
裏
に
革
を
は
っ
た
草
履
で
、
大

坂
の
名
産
品
で
も
あ
っ
た
。

（
似
）
松
林
松
嚇

・
松
嚇
子

・
松
拍
子
の
こ
と
か
。
元
来
は
正
月

二
日
（
の
ち
三
日
）

の
夜
に
諸
侯
を
殿
中
に
召
し
て
行
な
う
謡
い
初
め
の
儀
式
の
こ
と
で
あ
る
が
、
寺

子
屋
で
も
正
月
に
事
始
め
を
行
い
そ
の
時
に
寺
子
か
ら
師
匠
に
祝
儀
を
出
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
町
）
御
堂
こ
の
場
合
は
大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
四
丁
目
に
あ
る
真
宗
大
谷
派

難
波
別
院
の
こ
と
。
南
御
堂
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
鉛
）
大
御
本
家
様
武
兵
衛
の
本
家
で
あ
る
平
野
屋
江
森
孫
兵
衛
の
本
家
に
あ
た

る
今
橋
一
丁
目
の
本
両
替
平
野
屋
高
木
五
兵
衛
。
天
王
寺
屋
五
兵
衛
に
つ
い
で
古

い
由
緒
を
持
つ
本
両
替
で
、
し
ば
し
ば
幕
府
の
御
用
両
替
で
あ
る
十
人
両
替
に
も

任
じ
ら
れ
た
豪
商
で
あ
る
。

（
引
）
亦
別
家
別
家
の
別
家
。
た
と
え
ば
平
野
屋
武
兵
衛
は
平
野
屋
五
兵
衛
の
亦

別
家
で
あ
る

。

史料紹介

（
郎
）
使
僧
門
徒
や
門
徒
・
末
寺
等
が
結
ん
だ
信

仰
組
織
で
あ
る
講
に
対
し
て
、

本
山
か
ら
派
遣
さ
れ
る
僧
侶
。
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